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教育委員会定例会日程 

 

平成２８年２月２３日 

１ 開 会 

２ 前回議事録の承認 

３ 議事録署名委員の決定  
４ 議事 

 日程第１  

  報告第４号  

   事務の臨時代理の報告（小田原市職員の退職管理に関する条例）について  

（教育総務課）  

 日程第２  

  報告第５号  

   事務の臨時代理の報告（小田原市附属機関設置条例の一部を改正する条例）

について                        （教育指導課） 

 日程第３  

  報告第６号  

   事務の臨時代理の報告（小田原市非常勤の特別職職員の報酬等に関する条例

の一部を改正する条例）について             （教育指導課） 

 日程第４  

  報告第７号  

   事務の臨時代理の報告（小田原市常勤の特別職職員の給与に関する条例等の

一部を改正する条例）について              （教育総務課） 

 日程第５  

  議案第３号  

   学校教育法施行細則の一部を改正する規則について     （教育指導課） 

 日程第６  

  報告第２号  

   事務の臨時代理の報告（平成２８年３月補正予算）について【非公開】  

（教育総務課） 
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 日程第７  

  報告第３号  

   事務の臨時代理の報告（平成２８年度予算）について【非公開】  

（教育部・文化部・子ども青少年部） 

 日程第８  

  議案第２号  

   校長及び教頭の人事異動の内申について【非公開】     （教育指導課） 

 

５ その他  

 

６ 閉 会 



報告第４号 

事務の臨時代理の報告（小田原市職員の退職管理に関する条例）について 

改正前の小田原市教育委員会教育長に対する事務委任等に関する規則（平成１０

年小田原市教育委員会規則第４号）第４条第１項の規定により、別紙のとおり臨時

代理したので、同条第２項の規定により、これを報告する。

  平成２８年２月２３日提出 

小田原市教育委員会 

教育長 栢沼 行雄 
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小田原市職員の退職管理に関する条例 

（趣旨） 

第１条 この条例は、地方公務員法（昭和２５年法律第２６１号。以下「法」という。）第３８条

の２第８項及び第３８条の６第２項の規定に基づき、職員の退職管理に関し必要な事項を定める

ものとする。 

（再就職者による依頼等の規制） 

第２条 法第３８条の２第１項、第４項及び第５項の規定によるもののほか、同条第１項に規定す

る再就職者のうち、国家行政組織法（昭和２３年法律第１２０号）第２１条第１項に規定する部

長又は課長の職に相当する職として規則で定めるものに離職した日の５年前の日より前に就いて

いた者は、当該職に就いていた時に在職していた市の執行機関の組織（当該執行機関（当該執行

機関の附属機関を含む。）の補助機関及び当該執行機関の管理に属する機関の総体をいう。）若

しくは議会の事務局の職員（臨時的に任用された職員、条件付採用期間中の職員及び非常勤職員

（法第２８条の５第１項に規定する短時間勤務の職を占める職員を除く。）を除く。以下同

じ。）又はこれらに類する者として規則で定めるものに対し、法第３８条の２第１項に規定する

契約等事務であって離職した日の５年前の日より前の職務（当該職に就いていた時の職務に限

る。）に属するものに関し、離職後２年間、職務上の行為をするように、又はしないように要求

し、又は依頼してはならない。 

（市長等への届出） 

第３条 管理又は監督の地位にある職員の職として規則で定めるものに就いている職員であった者

（法第３８条の２第３項に規定する退職手当通算予定職員であった者であって引き続いて同条第

２項に規定する退職手当通算法人の地位に就いている者及び公益的法人等への一般職の地方公務

員の派遣等に関する法律（平成１２年法律第５０号）第１０条第２項に規定する退職派遣者を除

く。）は、離職後２年間、営利企業（法第３８条第１項に規定する営利企業をいう。以下この条

において同じ。）以外の事業の団体の地位に就いた場合（報酬を得る場合に限る。）又は営利企

業の地位に就いた場合は、日々雇い入れられる者となった場合その他規則で定める場合を除き、

速やかに、規則で定めるところにより、市長に規則で定める事項を届け出なければならない。 

２ 市立の学校に勤務する地方教育行政の組織及び運営に関する法律（昭和３１年法律第１６２ 

号）第３７条第１項に規定する県費負担教職員であった者に係る前項の規定の適用については、

同項中「規則」とあるのは「教育委員会規則」と、「市長」とあるのは「小田原市教育委員会」

とする。 

   附 則 

 この条例は、平成２８年４月１日から施行する。 
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  平成２８年 ２ 月２２日提出 

 

小田原市長 加 藤 憲 一       

 

（理由） 

地方公務員法の規定に基づき、職員の退職管理に関し必要な事項を定めるため提案するものであ

ります。 
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小田原市職員の退職管理に関する条例 

［制定理由］ 

地方公務員法の規定に基づき、職員の退職管理に関し必要な事項を定めるため制

定する。 

［内  容］ 

１ 再就職者による依頼等の規制（第２条関係） 

地方公務員法に定めるもののほか、再就職者のうち、離職した日の５年前の日

より前に部長又は課長の職に相当する職として規則で定めるものに就いていた者

は、当該職に就いていた時に在職していた市の執行機関の組織又は議会の事務局

の職員等に対し、契約等事務であって離職した日の５年前の日より前の職務（当

該職に就いていた時の職務に限る。）に属するものに関し、離職後２年間、職務

上の行為をするように、又はしないように要求し、又は依頼してはならないこと

とする。 

２ 市長等への届出（第３条関係） 

管理又は監督の地位にある職員の職として規則（県費負担教職員にあっては、

教育委員会規則）で定めるものに就いている職員であった者は、離職後２年間、

営利企業等の地位に就いた場合は、速やかに、市長（県費負担教職員にあっては、

小田原市教育委員会）に届け出なければならないこととする。 

［適  用］ 

平成２８年 ４ 月 １ 日 



報告第５号 

事務の臨時代理の報告（小田原市附属機関設置条例の一部を改正する条例）に

ついて 

改正前の小田原市教育委員会教育長に対する事務委任等に関する規則（平成１０

年小田原市教育委員会規則第４号）第４条第１項の規定により、別紙のとおり臨時

代理したので、同条第２項の規定により、これを報告する。

  平成２８年２月２３日提出 

小田原市教育委員会 

教育長 栢沼 行雄
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   小田原市附属機関設置条例の一部を改正する条例 

 小田原市附属機関設置条例（昭和５４年小田原市条例第１号）の一部を次のように改正する。 

改  正  後 

別表（第２条関係） 
 

附属機関

の属する

執行機関 

附属機関 設置目的 委員の数 

教育委員

会 

（略） 

小田原市就学支

援委員会 

心身の障害等で特別な配慮を必要とする学

齢児童又は学齢生徒に対する適切な就学支

援に関する事項につき、教育委員会の諮問

に応じて調査審議し、その結果を報告し、

及び必要と認める事項について意見を具申

すること。 

２５人以内 

 

 

 

改  正  前 

別表（第２条関係） 
 

附属機関    

の属する

執行機関 

附属機関 設置目的 委員の数 

教育委員

会 

（略） 

小田原市就学指 心身の障害等で特別な配慮を必要とする学  

 導委員会 齢児童又は学齢生徒に対する適正な就学指

導に関する事項につき、教育委員会の諮問

に応じて調査審議し、その結果を報告し、

及び必要と認める事項について意見を具申

すること。 

２５人以内 

 

 

   附 則 

 この条例は、平成２８年４月１日から施行する。 

 

  平成２８年 ２ 月２２日提出 

                        小田原市長 加 藤 憲 一       
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小田原市附属機関設置条例の一部を改正する条例 

 ［改正理由］ 

  小田原市就学指導委員会の名称を小田原市就学支援委員会に変更する等のため改

正する。 

 ［内  容］ 

３ 附属機関の名称及び設置目的の変更（別表関係） 

 (1) 小田原市就学指導委員会の名称及び設置目的の変更 

小田原市就学指導委員会の名称を小田原市就学支援委員会に変更するほか、

その設置目的について所要の規定の整備を行うこととする。 

［適  用］ 

平成２８年 ４ 月 １ 日 

 



報告第６号 

事務の臨時代理の報告（小田原市非常勤の特別職職員の報酬等に関する条例の

一部を改正する条例）について 

改正前の小田原市教育委員会教育長に対する事務委任等に関する規則（平成１０

年小田原市教育委員会規則第４号）第４条第１項の規定により、別紙のとおり臨時

代理したので、同条第２項の規定により、これを報告する。

  平成２８年２月２３日提出 

小田原市教育委員会 

教育長 栢沼 行雄 
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   小田原市非常勤の特別職職員の報酬等に関する条例の一部を改正する条例 

 小田原市非常勤の特別職職員の報酬等に関する条例（昭和４４年小田原市条例第５４号）の一部

を次のように改正する。 

 

改  正  後 

別表第３（第２条関係） 

区分 報酬日額 

（略） 

小田原市就学支援委員会 委員 ２１，０００円以内 

（略） 

 備考 （略） 

 

改  正  前 

別表第３（第２条関係） 

区分 報酬日額 

（略） 

小田原市就学指導委員会 委員 ２１，０００円以内 

（略） 

 備考 （略） 

 

 

   附 則 

 この条例は、平成２８年４月１日から施行する。 

 

  平成２８年 ２ 月２２日提出 

 

小田原市長 加 藤 憲 一       
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小田原市非常勤の特別職職員の報酬等に関する条例の一部を改正する条例 

 ［改正理由］ 

小田原市就学指導委員会の名称を小田原市就学支援委員会に変更するのため改正

する。 

 ［内  容］ 

１ 小田原市就学指導委員会の名称の変更（別表第３関係） 

小田原市就学指導委員会の名称を小田原市就学支援委員会に変更することとす

る。 

［適  用］ 

平成２８年 ４ 月 １ 日 



報告第７号 

事務の臨時代理の報告（小田原市常勤の特別職職員の給与に関する条例等の一

部を改正する条例）について 

改正前の小田原市教育委員会教育長に対する事務委任等に関する規則（平成１０

年小田原市教育委員会規則第４号）第４条第１項の規定により、別紙のとおり臨時

代理したので、同条第２項の規定により、これを報告する。

  平成２８年２月２３日提出 

小田原市教育委員会 

教育長 栢沼 行雄
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小田原市常勤の特別職職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例 

（小田原市常勤の特別職職員の給与に関する条例の一部改正） 

第１条 小田原市常勤の特別職職員の給与に関する条例（昭和３７年小田原市条例第４号）の一部

を次のように改正する。 

 

改  正  後 改  正  前 

（期末手当） 

第４条の３ （略） 

２ 期末手当の額は、それぞれその基準日現在

（前項後段に規定する者にあっては、退職、

死亡等によりその職を離れた日現在）におい

てその者が受けるべき給料及び地域手当の月

額並びにこれらに１００分の４５を乗じて得

た額の合計額に、６月に支給する場合におい

ては１００分の１４０、１２月に支給する場

合においては１００分の１６０を乗じて得た

額に、基準日以前６箇月以内の期間における

その者の在職期間の区分に応じて小田原市職

員の例による割合を乗じて得た額とする。 

３・４ （略） 

（期末手当） 

第４条の３ （略） 

２ 期末手当の額は、それぞれその基準日現在

（前項後段に規定する者にあっては、退職、

死亡等によりその職を離れた日現在）におい

てその者が受けるべき給料及び地域手当の月

額並びにこれらに１００分の４５を乗じて得

た額の合計額に、６月に支給する場合におい

ては１００分の１４０、１２月に支給する場

合においては１００分の１５５を乗じて得た

額に、基準日以前６箇月以内の期間における

その者の在職期間の区分に応じて小田原市職

員の例による割合を乗じて得た額とする。 

３・４ （略） 

  

 

第２条 小田原市常勤の特別職職員の給与に関する条例の一部を次のように改正する。 

 

改  正  後 改  正  前 

（期末手当） 

第４条の３ （略） 

２ 期末手当の額は、それぞれその基準日現在

（前項後段に規定する者にあっては、退職、

死亡等によりその職を離れた日現在）におい

てその者が受けるべき給料及び地域手当の月

額並びにこれらに１００分の４５を乗じて得

た額の合計額に、６月に支給する場合におい

（期末手当） 

第４条の３ （略） 

２ 期末手当の額は、それぞれその基準日現在

（前項後段に規定する者にあっては、退職、

死亡等によりその職を離れた日現在）におい

てその者が受けるべき給料及び地域手当の月

額並びにこれらに１００分の４５を乗じて得

た額の合計額に、６月に支給する場合におい
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ては１００分の１４２．５、１２月に支給す

る場合においては１００分の１５７．５を乗

じて得た額に、基準日以前６箇月以内の期間

におけるその者の在職期間の区分に応じて小

田原市職員の例による割合を乗じて得た額と

する。 

３・４ （略） 

ては１００分の１４０、１２月に支給する場

合においては１００分の１６０を乗じて得た

額に、基準日以前６箇月以内の期間における

その者の在職期間の区分に応じて小田原市職

員の例による割合を乗じて得た額とする。 

 

３・４ （略） 

  

 

（小田原市常勤の特別職職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の一部改正） 

第３条 小田原市常勤の特別職職員の給与に関する条例の一部を改正する条例（平成２７年小田原

市条例第７号）の一部を次のように改正する。 

 

改  正  後 改  正  前 

   附 則 

１・２ （略） 

 （経過措置） 

３ 地方教育行政の組織及び運営に関する法律 

の一部を改正する法律（平成２６年法律第 

７６号）附則第２条第１項の場合においては、

この条例による改正後の小田原市常勤の特別

職職員の給与に関する条例第１条、第３条第

１項、第５条第２項及び附則第３項の規定は

適用せず、この条例による改正前の小田原市 

常勤の特別職職員の給与に関する条例第１条、

第３条第１項、第５条第２項及び附則第３項

の規定並びに前項の規定による廃止前の小田

原市教育長の給与、勤務時間その他の勤務条

件に関する条例の規定は、なおその効力を有

する。この場合において、同条例第５条第２ 

項中「１００分の１３０」とあるのは 

「１００分の１４０」と、「１００分の 

１６５」とあるのは「１００分の１６０」と

   附 則 

１・２ （略） 

 （経過措置） 

３ 地方教育行政の組織及び運営に関する法律 

の一部を改正する法律（平成２６年法律第 

７６号）附則第２条第１項の場合においては、

この条例による改正後の小田原市常勤の特別

職職員の給与に関する条例第１条、第３条第

１項、第５条第２項及び附則第３項の規定は

適用せず、この条例による改正前の小田原市 

常勤の特別職職員の給与に関する条例第１条、

第３条第１項、第５条第２項及び附則第３項

の規定並びに前項の規定による廃止前の小田

原市教育長の給与、勤務時間その他の勤務条

件に関する条例の規定は、なおその効力を有

する。この場合において、同条例第５条第２ 

項中「１００分の１３０」とあるのは 

「１００分の１４０」と、「１００分の 

１６５」とあるのは「１００分の１５５」と
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する。 する。 

  

 

第４条 小田原市常勤の特別職職員の給与に関する条例の一部を改正する条例（平成２７年小田原

市条例第７号）の一部を次のように改正する。 

 

改  正  後 改  正  前 

   附 則 

１・２ （略） 

 （経過措置） 

３ 地方教育行政の組織及び運営に関する法律 

の一部を改正する法律（平成２６年法律第 

７６号）附則第２条第１項の場合においては、

この条例による改正後の小田原市常勤の特別

職職員の給与に関する条例第１条、第３条第

１項、第５条第２項及び附則第３項の規定は

適用せず、この条例による改正前の小田原市 

常勤の特別職職員の給与に関する条例第１条、

第３条第１項、第５条第２項及び附則第３項

の規定並びに前項の規定による廃止前の小田

原市教育長の給与、勤務時間その他の勤務条

件に関する条例の規定は、なおその効力を有

する。この場合において、同条例第５条第２ 

項中「１００分の１３０」とあるのは 

「１００分の１４２．５」と、「１００分の 

１ ６ ５ 」 と あ る の は 「 １ ０ ０ 分 の 

１５７．５」とする。 

   附 則 

１・２ （略） 

 （経過措置） 

３ 地方教育行政の組織及び運営に関する法律 

の一部を改正する法律（平成２６年法律第 

７６号）附則第２条第１項の場合においては、

この条例による改正後の小田原市常勤の特別

職職員の給与に関する条例第１条、第３条第

１項、第５条第２項及び附則第３項の規定は

適用せず、この条例による改正前の小田原市 

常勤の特別職職員の給与に関する条例第１条、

第３条第１項、第５条第２項及び附則第３項

の規定並びに前項の規定による廃止前の小田

原市教育長の給与、勤務時間その他の勤務条

件に関する条例の規定は、なおその効力を有

する。この場合において、同条例第５条第２ 

項中「１００分の１３０」とあるのは 

「１００分の１４０」と、「１００分の 

１６５」とあるのは「１００分の１６０」と

する。 

  

 

   附 則 

 （施行期日等） 

１ この条例は、公布の日から施行する。ただし、第２条及び第４条の規定は、平成２８年４月１

日から施行する。 

２ 第１条の規定による改正後の小田原市常勤の特別職職員の給与に関する条例（以下「改正後の
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条例」という。）の規定及び第３条の規定による改正後の小田原市常勤の特別職職員の給与に関

する条例の一部を改正する条例（以下「改正後の平成２７年改正条例」という。）の規定は、平

成２７年１２月１日から適用する。 

（期末手当の内払） 

３ 改正後の条例又は改正後の平成２７年改正条例の規定を適用する場合においては、第１条の規

定による改正前の小田原市常勤の特別職職員の給与に関する条例又は第３条の規定による改正前

の小田原市常勤の特別職職員の給与に関する条例の一部を改正する条例附則第３項の規定により

なおその効力を有するものとされる同条例附則第２項による廃止前の小田原市教育長の給与、勤

務時間その他の勤務条件に関する条例（昭和２７年小田原市条例第２４７号）の規定に基づいて

支給された期末手当は、それぞれ改正後の条例又は改正後の平成２７年改正条例附則第３項の規

定によりなおその効力を有するものとされる改正後の平成２７年改正条例附則第２項による廃止

前の小田原市教育長の給与、勤務時間その他の勤務条件に関する条例の規定による期末手当の内

払とみなす。 

 

  平成２８年 ２ 月２２日提出 

 

                        小田原市長 加 藤 憲 一       

 

（理由） 

国家公務員の給与制度に準じて市長、副市長及び教育長の期末手当の支給割合を引き上げるため

提案するものであります。 
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小田原市常勤の特別職職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例 

 ［改正理由］ 

 国家公務員の給与制度に準じて市長、副市長及び教育長の期末手当の支給割合を

引き上げるため改正する。 

 ［内  容］ 

期末手当の支給割合を次のように引き上げることとする。（改正条例第１条～第

４条関係） 

区  分 現    行 平成２７年度 平成２８年度以降 

６ 月 期 １００分の１４０ １００分の１４２．５ 

１２月期 １００分の１５５ １００分の１６０ １００分の１５７．５ 

［適  用］ 

  １ 平成２７年度の支給に係る期末手当の支給割合の引上げ 

    平成２７年１２月 １ 日 

  ２ 平成２８年度以降の支給に係る期末手当の支給割合の改定 

    平成２８年 ４ 月 １ 日 



議案第３号 

学校教育法施行細則の一部を改正する規則について 

 学校教育法施行細則の一部を改正する規則について、議決を求める。 

  平成２８年２月２３日提出 

小田原市教育委員会 

教育長 栢沼 行雄 
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   学校教育法施行細則の一部を改正する規則 

 学校教育法施行細則（昭和３０年小田原市教育委員会規則第３号）の一部を次のように改正する。 

 

改  正  後 

別表（第５条関係） 

 （略） 

 １ 小学校通学区域 

学校名 通学区域 

三の丸小学校 

栄町一丁目１番～１６番、１７番７号～３９号、１８番６号～ 

３７号、１９番 栄町二丁目１番～１１番、１２番１号～１５号、

４６号、１３番１号～２７号、５９号、６０号 栄町三丁目１番、

１０番１号、２号、３号の一部、１７号～３７号、１１番１号～

１５号、２０号～２６号、１２番～１４番、１９番１号、２号、

３３号～４１号 浜町一丁目２番～４番、９番１９号～２３号、

１０番１号～１７号、２０号～４３号 浜町三丁目 本町一丁目 

 本町二丁目 本町三丁目 本町四丁目 城内 南町一丁目 南

町二丁目 南町三丁目 南町四丁目１番～５番 城山一丁目１番 

～６番５１号、５７号、５８号の一部 城山二丁目１番７号～ 

２０号、２７番６６号～７７号、２９番 城山三丁目１番１号～

２０号、２番～６番、１０番１号～９号、１１番～３１番 城山

四丁目 十字（１，０１６番地を除く。） 板橋８６５番地 

（略） 

 

 

 

 

 

足柄小学校 

扇町一丁目１５番７号～３０号、扇町二丁目 扇町三丁目 扇町 

四丁目 扇町五丁目 扇町六丁目８１４番地～９１３番地、 

１，０１８番地 井細田（６１６番地を除く。） 多古（３９１

番地～３９３番地を除く。） 久野７７番地～７９番地、８１番

地～８３番地、８５番地、８６番地、１３８番地、１３９番地、 

１４８番地、１５３番地～１６１番地、１６４番地、１６５番地、

１６９番地、１８４番地～１９６番地、１９８番地～２１２番地、

２４７番地、２４８番地の一部、２４９番地～２９７番地、 

２９９番地～３１２番地、３１４番地～３９５番地、４０２番地

～４６９番地、４７４番地～６１９番地、６３２番地、６５３番

地、６５５番地～６６０番地、６６７番地～６８１番地、６９０ 
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番地～６９２番地、７０１番地～７１３番地、７２６番地、 

７３２番地、７３４番地～７５１番地、７５４番地～７６５番地、

７６７番地～７６９番地、７８９番地、７９１番地～７９８番地、

８８１番地～８８６番地、１，０１８番地～１，０２９番地、 

１，０３０番地の一部 

子小学校 

栄町三丁目８番１５号 中町一丁目９番、１２番～１５番 城山

一丁目６番５２号～５６号、５８号の一部、５９号～６６号、７

番～３１番 城山二丁目１番１号～６号、２１号～２４号、２番

～２６番、２７番１号～６５号、２８番 城山三丁目１番２１号

～３０号、７番～９番、１０番（１号～９号を除く。） 扇町一

丁目１番～１４番、１５番１号～６号、３１号～４０号、１６番

～４６番 緑 荻窪 谷津 池上 井細田６１６番地 久野１番 

地～７６番地、８０番地、８４番地、８７番地～１３７番地、 

１４０番地～１４７番地、１４９番地～１５２番地、１６２番地、

１６３番地、１６６番地～１６８番地、１７０番地～１８３番地、

１９７番地、２１３番地～２４６番地、２４８番地の一部、 

２９８番地、４７０番地～４７３番地、６２０番地～６３１番地、

６３３番地～６５２番地、６５４番地、６６１番地～６６６番地、

６８７番地～６８９番地、６９３番地～７００番地、１，８５９

番地～１，９２２番地 

（略） 

 

 

 

富水小学校 

扇町六丁目５１番地～６３番地、９１４番地～９１７番地、 

１，０５５番地～１，０６８番地 多古３９１番地～３９３番地 

 正寺２５４番地の一部、２５５番地～２９４番地、２９５番 

地の２、３１５番地、３１７番地～３４０番地、７５０番地～ 

７５８番地、７６０番地～７７６番地、７９９番地～８０７番地、

８２９番地～１，０５４番地 飯田岡２番地の１、３番地～３４ 

番地、４５番地の一部、４６番地～７２番地、７８番地の２、 

７８番地の１６～１８、７９番地～８３番地、９７番地～１１１

番地、１３３番地～６６０番地 堀之内３１７番地～３２７番地 

柳新田４２番地～４７番地、５０番地の３ 小台１番地～５９

番地、３５２番地～３５８番地、３７０番地～３７９番地 新屋 

２６番地～３９番地、４４番地～１４３番地、２０６番地～

２１２番地、２６３番地～２８０番地、２８２番地 府川 北ノ 
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窪 清水新田１番地～１２６番地、１３４番地の２、１３５番地

の２、１３５番地の６、１３６番地～３０１番地 穴部 穴部新

田 

（略） 

東富水小学校 

正寺１番地～２５３番地、２５４番地の一部、２９５番地の一

部、２９６番地～３１４番地、３１６番地、３４１番地～７４９ 

番地、７５９番地、７７７番地～７９８番地、８０８番地～ 

８２８番地 中曽根 飯田岡１番地、２番地の２、３５番地～ 

４４番地、４５番地の一部、７３番地～７７番地、７８番地の１、

７８番地の６～１５、７８番地の１９、７８番地の２１～２３、

８４番地～９６番地、１１２番地～１３２番地 堀之内１番地～ 

１２６番地、１３６番地～２０９番地、２４２番地～２６１番地、

４１４番地～４１６番地、４３６番地～４３９番地、４４１番地 

～４５９番地 栢山１，０４４番地～１，０７６番地、 

１，１３５番地、１，１３６番地、１，１４０番地 

前羽小学校 

国府津四丁目１番１号 国府津五丁目７番、８番（１号を除 

く。）、９番～１４番 前川２４６番地～１，５７９番地 羽根 

尾（４２５番地～４２７番地、４３０番地の１～３、５５３番地

～５８９番地を除く。） 中村原１１４番地の１、１４２番地 

下中小学校 

羽根尾４２５番地～４２７番地、４３０番地の１～３、５５３番 

地～５８９番地 中村原（１１４番地の１、１４２番地を除 

く。） 上町 小船 山西 沼代 小竹 川匂 東ケ丘 

矢作小学校 

下堀 矢作 鴨宮１番地、２番地、４番地の一部、５番地の一部、

１６３番地の一部、２３４番地～２３８番地、２５３番地～ 

２６５番地、２８７番地～３０２番地、３０７番地、３０８番地、

３１１番地～６６５番地、６６６番地の１、６６６番地の１１、 

６６７番地～９０５番地、１，０１６番地～１，０４０番地、 

１，０５６番地～１，０６１番地 上新田 中新田１番地～２２

番地、２４３番地～３４０番地、３６２番地～３６５番地 下新

田１４７番地～１５３番地、１６２番地～１７４番地、１８０番 

地～２３３番地 飯泉６０番地～４９８番地 成田４５番地～ 

４８番地 

 
堀之内１２７番地～１３５番地、２１０番地～２４１番地、

２６２番地～３１６番地、３２８番地～４１３番地、４１７番地 
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報徳小学校 

～４３５番地、４４０番地 柳新田（４２番地～４７番地、５０ 

番地の３を除く。） 小台（１番地～５９番地、３５２番地～ 

３５８番地、３７０番地～３７９番地を除く。） 新屋１番地～ 

２５番地、４０番地～４３番地、１４４番地～２０５番地、 

２１３番地～２４８番地 清水新田１２７番地～１３４番地の１、

１３５番地の１、１３５番地の４、１３５番地の５ 栢山 

２，１４４番地、２，１４５番地、２，１４９番地の２、 

２，１５０番地～２，１９６番地、２，２８９番地、２，２９０ 

番地、２，２９５番地～２，３３７番地、２，８９４番地～ 

２，９１０番地、２，９５２番地～２，９９５番地、３，０１７ 

番地～３，０５０番地、３，０５２番地、３，０５３番地、 

３，０７２番地～３，３００番地、３，３０８番地の２～ 

３，３１９番地、３，３３９番地～３，５６２番地、３，５８３

番地～３，５９４番地、３，９５１番地～３，９９６番地 

（略） 

 ２ 中学校通学区域 

学校名 通学区域 

城山中学校 

三の丸小学校の通学区域 新玉小学校の通学区域のうち栄町三丁

目２番～７番、８番１号～１４号、９番、１０番３号の一部、４ 

号～１６号、１５番～１８番、１９番３号～３２号、２０番～ 

２２番 子小学校の通学区域のうち城山一丁目６番５２号～ 

５６号、５８号の一部、５９号～６６号、７番～３１番 城山二

丁目１番１号～６号、２１号～２４号、２番～２６番、２７番１

号～６５号、２８番 城山三丁目１番２１号～３０号、７番～９

番、１０番（１号～９号を除く。） 扇町一丁目１番～４番、５

番１号、６番１号～９号 緑 荻窪３９２番地 谷津 片浦小学

校の通学区域 

（略） 
 

 

 

改  正  前 

別表（第５条関係） 

 （略） 
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 １ 小学校通学区域 

学校名 通学区域 

三の丸小学校 

栄町一丁目１番～１６番、１７番７号～３９号、１８番６号～ 

３７号、１９番 栄町二丁目１番～１１番、１２番１号～１５号、

４６号、１３番１号～２７号、５９号、６０号 栄町三丁目１番、

１０番１号、２号、３号の一部、１７号～３７号、１１番１号～

１５号、２０号～２６号、１２番～１４番、１９番１号、２号、

３３号～３９号 浜町一丁目２番～４番、９番１９号～２３号、

１０番１号～１７号、２０号～４３号 浜町三丁目 本町一丁目 

本町二丁目 本町三丁目 本町四丁目 城内 南町一丁目 南

町二丁目 南町三丁目 南町四丁目１番～５番 城山一丁目１番 

～６番５１号、５７号、５８号の一部 城山二丁目１番７号～ 

２０号、２７番６６号～７７号、２９番 城山三丁目１番１号～

２０号、２番～６番、１０番１号～９号、１１番～３１番 城山

四丁目 十字（１，０１６番地を除く。） 板橋８６５番地 

（略） 

足柄小学校 

扇町一丁目１５番７号～３０号、扇町二丁目 扇町三丁目 扇町 

四丁目 扇町五丁目 扇町六丁目８１４番地～９１３番地、 

１，０１８番地 井細田（６１６番地を除く。） 多古（３９１

番地～３９３番地を除く。） 久野７７番地～７９番地、８１番

地～８３番地、８５番地、８６番地、１３８番地、１３９番地、 

１４８番地、１５３番地～１６１番地、１６４番地～１９６番地、

１９８番地～２１２番地、２４７番地、２４９番地～２９７番地、

２９９番地～３１２番地、３１４番地～３９５番地、４０２番地

～４６９番地、４７４番地～６１９番地、６３２番地、６５３番

地、６５５番地～６６０番地、６６７番地～６８１番地、６９０ 

番地～６９２番地、７０１番地～７１３番地、７２６番地、 

７３２番地、７３４番地～７５１番地、７５４番地～７６５番地、

７６７番地～７６９番地、７８９番地、７９１番地～７９８番地、

８８１番地～８８６番地、１，０１８番地～１，０２９番地、 

１，０３０番地の一部 

 
栄町三丁目８番１５号 中町一丁目９番、１２番～１４番、１５

番１号～４号、５号の一部、６号～１５号、城山一丁目６番５２ 
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子小学校 

号～５６号、５８号の一部、５９号～６６号、７番～３１番 城

山二丁目１番１号～６号、２１号～２４号、２番～２６番、２７

番１号～６５号、２８番 城山三丁目１番２１号～３０号、７番

～９番、１０番（１号～９号を除く。） 扇町一丁目１番～１４

番、１５番１号～６号、３１号～４０号、１６番～４６番 緑  

荻窪谷津 池上 井細田６１６番地 久野１番地～７６番地、 

８０番地、８４番地、８７番地～１３７番地、１４０番地～ 

１４７番地、１４９番地～１５２番地、１６２番地、１６３番地、

１６６番地～１６８番地、１７０番地～１８３番地、１９７番地、

２１３番地～２４６番地、２４８番地、２９８番地、４７０番地

～４７３番地、６２０番地～６３１番地、６３３番地～６５２番

地、６５４番地、６６１番地～６６６番地、６８７番地～６８９

番地、６９３番地～７００番地、１，８５９番地～１，９２２番

地 

（略） 

富水小学校 

扇町六丁目５１番地～６３番地、９１４番地～９１７番地、 

１，０５５番地～１，０６８番地 多古３９１番地～３９３番地 

 正寺２５４番地の一部、２５５番地～２９４番地、２９５番 

地の２、３１５番地、３１７番地～３４０番地、７５０番地～ 

７５８番地、７６０番地～７７６番地、７９９番地～８０７番地、

８２９番地～１，０５４番地 飯田岡２番地の１、３番地～３４ 

番地、４６番地～７２番地、７８番地の２、７８番地の１６～ 

１８、７９番地～８３番地、９７番地～１１１番地、１３３番地

～６６０番地 堀之内３１７番地～３２７番地 柳新田４２番地

～４８番地、５０番地の３ 小台１番地～５９番地、３５２番地 

～３５８番地 新屋２６番地～３９番地、４４番地～１４３番地、

２０６番地～２１２番地、２６４番地～２８０番地、２８２番地 

府川 北ノ窪 清水新田１番地～１２６番地、１３４番地の２、

１３５番地の２、１３５番地の６、１３６番地～３０１番地 穴

部 穴部新田 

（略） 

 

正寺１番地～２５３番地、２５４番地の一部、２９５番地の一

部、２９６番地～３１４番地、３１６番地、３４１番地～７４９ 

番地、７５９番地、７７７番地～７９８番地、８０８番地～ 
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東富水小学校 

 

８２８番地 中曽根 飯田岡１番地、２番地の２、３５番地～ 

４５番地、７０番地の１、７３番地～７７番地、７８番地の１、

７８番地の６～１５、７８番地の１９、７８番地の２１～２３、

８４番地～９６番地、１１２番地～１３２番地 堀之内１番地～

１２６番地、１３６番地～２０９番地、２４２番地～２６１番

地、４１４番地～４１６番地、４３６番地～４３９番地、４４１ 

番地～４５９番地 栢山１，０４４番地～１，０７６番地、 

１，１３５番地、１，１３６番地、１，１４０番地 

前羽小学校 

国府津四丁目１番１号 国府津五丁目７番、８番（１号を除 

く。）、９番～１４番 前川２４６番地～１，５７９番地 羽根 

尾（４２５番地、４２６番地、４３０番地の３、５５３番地～ 

５８９番地を除く。） 中村原１１４番地の１、１４２番地 

下中小学校 

羽根尾４２５番地、４２６番地、４３０番地の３、５５３番地～

５８９番地 中村原（１１４番地の１、１４２番地を除く。） 

上町 小船 山西 沼代 小竹 川匂 東ケ丘 

矢作小学校 

下堀 矢作 鴨宮１番地、２番地、４番地の一部、５番地の一部、

１６３番地の一部、２３４番地～２３８番地、２５３番地～ 

２６５番地、２８７番地～３０２番地、３０７番地、３０８番地、

３１１番地～６６５番地、６６６番地の１、６６６番地の１１、 

６６７番地～９０５番地、１，０１６番地～１，０４０番地、 

１，０５６番地～１，０６１番地 上新田 中新田１番地～２２

番地、２４３番地～３４０番地、３６２番地～３６５番地 下新

田１４７番地～１５３番地、１６２番地～１７４番地、１８０番 

地～２３３番地 飯泉６０番地～４９３番地 成田４５番地～ 

４８番地 

報徳小学校 

堀之内１２７番地～１３５番地、２１０番地～２４１番地、 

２６２番地～３１６番地、３２８番地～４１３番地、４１７番地

～４３５番地、４４０番地 柳新田（４２番地～４８番地、５０ 

番地の３を除く。） 小台（１番地～５９番地、３５２番地～ 

３５８番地を除く。） 新屋１番地～２５番地、４０番地～４３

番地、１４４番地～２０５番地、２１３番地～２４８番地 清水

新田１２７番地～１３４番地の１、１３５番地の１、１３５番地

の４、１３５番地の５ 栢山２，１４４番地、２，１４５番地、 

２，１４９番地の２、２，１５０番地～２，１９６番地、 
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 ２，２８９番地、２，２９０番地、２，２９５番地～２，３３７ 

番地、２，８９４番地～２，９１０番地、２，９５２番地～ 

２，９９５番地、３，０１７番地～３，０５０番地、３，０５２ 

番地、３，０５３番地、３，０７２番地～３，３００番地、 

３，３０８番地の２～３，３１９番地、３，３３９番地～ 

３，５６２番地、３，５８３番地～３，５９４番地、３，９５１

番地～３，９９６番地 

（略） 

 ２ 中学校通学区域 

学校名 通学区域 

城山中学校 

三の丸小学校の通学区域 新玉小学校の通学区域のうち栄町三丁

目２番～７番、８番１号～１４号、９番、１０番３号の一部、４ 

号～１６号、１５番～１８番、１９番３号～３２号、２０番～ 

２２番 中町一丁目１５番４号 子小学校の通学区域のうち城

山一丁目６番５２号～５６号、５８号の一部、５９号～６６号、

７番～３１番、城山二丁目１番１号～６号、２１号～２４号、２

番～２６番、２７番１号～６５号、２８番 城山三丁目１番２１

号～３０号、７番～９番、１０番（１号～９号を除く。） 扇町

一丁目１番～４番、５番１号、６番１号～９号 緑 荻窪３９２

番地 谷津 片浦小学校の通学区域 

（略） 
 

 

 

   附 則 

この規則は、公布の日から施行する。 



 

9 
 

学校教育法施行細則の一部を改正する規則 

 ［改正理由］ 

   新たに生じた地番に通学区域を設定する等のため改正する。 

 ［内  容］ 

   富水小学校及び泉中学校の通学区域に新たに生じた地番を追加することとするほ

か、所要の規定の整備を行うこととする。（別表関係） 

 ［適  用］ 

   公布の日 



報告第２号 

事務の臨時代理の報告（平成２８年３月補正予算）について 

改正前の小田原市教育委員会教育長に対する事務委任等に関する規則（平成１０

年小田原市教育委員会規則第４号）第４条第１項の規定により、別紙のとおり臨時

代理したので、同条第２項の規定により、これを報告する。

  平成２８年２月２３日提出 

小田原市教育委員会 

教育長 栢沼 行雄 



報告第３号 

事務の臨時代理の報告（平成２８年度予算）について 

改正前の小田原市教育委員会教育長に対する事務委任等に関する規則（平成１０

年小田原市教育委員会規則第４号）第４条第１項の規定により、別紙のとおり臨時

代理したので、同条第２項の規定により、これを報告する。

  平成２８年２月２３日提出 

小田原市教育委員会 

教育長 栢沼 行雄 



議案第２号 

校長及び教頭の人事異動の内申について 

小田原市立小学校及び中学校の校長及び教頭の人事異動の内申について、改正前

の小田原市教育委員会教育長に対する事務委任等に関する規則（平成１０年小田原

市教育委員会規則第４号）第３条第３号の規定に基づき、議決を求める。

  平成２８年２月２３日提出 

小田原市教育委員会 

教育長 栢沼 行雄 


